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「技」分科会では、「地域産業の持続的発展を目指した新産業創造と人材の育成」をテ

ーマに意見交換がなされた。  
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■はじめに 

コーディネーター／ 

㈱サイエンス・クリエイト 白坂常務取締役 

皆様、こんにちは。サイエンス・クリエ

イトの白坂と申します。参加者の皆様、ど

うぞよろしくお願いいたします。それでは

事務局から説明をお願いいたします。 

 

事務局 

昨年度の「技」分科会では、三遠南信地

域連携ビジョンにおける第１期の重点プロ

ジェクトを総括し、第２期に向けての方向

性について議論を行いました。討議の結果

をまとめると、次の二つとなります。 

１点目は、産学官金という連携の枠組み

をさらに強化する必要があること。２つ目

に、三遠南信地域連携ビジョンの推進につ

いて、大学がどういう形で参加していくか

という点について検討する必要があること

でございます。 

それを受けまして今回は、昨年度の議論

を引き継ぎ、さらに発展的に意見交換をす

るため、また、連携によって生まれる新産

業と、これを発展、拡大させるために必要

な人材をどうやって育成するかという点に

注目し、「地域産業の持続的発展を目指した

新産業創造と人材の育成」というテーマを

設定させていただきました。 

 

 

６ 「技」分科会 要旨 

   San-En-Nanshin Summit 2012 in Higashimikawa 
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コーディネーター／ 

㈱サイエンス・クリエイト 白坂常務取締役 

ありがとうございます。次に「三遠南信

発イノベーション創出を目指した産学官・

地域間連携による取り組み」について、豊

橋市産業部の瀧川雅弘部長よりお願いいた

します。 

 

■報告 

豊橋市 瀧川産業部長 

豊橋市産業部長の瀧川でございます。今

日は皆様の議論のもとになるような題材と

して、三遠南信、特に東三河の事例を中心

として、新しい産業の創出に向けての取り

組み事例を紹介させていただきます。農業

と商工の連携の中で、新しい農業を育てて

いこうという取り組みを、５年程かけてや

ってきておりますので、その内容をご説明

させていだきたいと思います。 

まず、産業集積の現状を説明させていた

だきたいと思います。三遠南信地域には、

既に色々な産業が根づいております。大消

費地の関西、関東の中間であること。交通

インフラが非常に整っていること、それか

ら自動車船という大型船が入れる港がこの

地域にある。後背地に大きな工業用地があ

る。非常に気候が温暖で雪が積もらない。

良質な労働力がこの地域にある、これらを

大きなポイントとして挙げることができま

す。これらメリットを活かして、多様な競

争力の高いものづくり産業、農業地帯では

食品、農業関係、それに関連する産業の集

積が進んできたということです。しかしな

がら、時代の大きな変化の中で色々な課題

も見えてきている現状です。 

平成20年に三遠南信地域連携ビジョンが

つくられ、それをもとにした計画、取り組

みがされております。特に平成22年には産

業集積と基幹産業化を目指して三遠南信地

域基本計画がつくられております。この中

で新たな取り組むべき分野、輸送機器用の

次世代技術産業、健康医療関係の産業、新

農業、光エネルギー産業、この４つの分野

をテーマにして産業振興を進めていくこと

が位置づけられております。 

また、昨年度、浜松・東三河ライフフォ

トニクスイノベーションが採択されて、今

年度から、具体的な事業の取り組みが始ま

っている状況です。 

もう一つ、平成20年度から、東三河と遠

州地域の各大学、研究機関の連携を進めて

いこうと、東海イノベーションネットワー

クが進められております。こうした中で、

東三河は新農業の取り組みを進めていると

ころです。 

それではなぜ新農業への取り組みが進ん

でいるのか、その背景をご紹介します。第

一に、この地域は全国有数の農業関連産業

の集積があり、農業産出額全国一のエリア

でございます。もう一つは、農・工・商の

多様な業種がバランス良く展開されている。

それから、先端的で高度な研究を担う、豊

橋技術科学大学がある。さらに、実はこの

地域は非常に温室園芸の盛んなところで、

温室園芸の元祖が豊橋市だと言われており

ます。明治34年に中島駒次という方が、ガ

ラス温室園芸でサンショウやトマトをつく

ったのが最初だと言われております。温室

組合が昭和４年に設立され、今まで露地し

かなかったものから、園芸という手法がこ

こで取り組まれたということです。 

新農業を進めていく上で、その中枢とし

て、株式会社サイエンス・クリエイトがご

ざいます。平成２年、豊橋市の産業振興計

画、サイエンス・クリエイト21計画を推進

するために、インキュベーターであるサイ

エンスコアをつくりました。その整備運営

の主体として豊橋市、愛知県、日本開発銀

行（現日本政策投資銀行）、豊橋商工会議所

と民間企業約100社の出資により設立され
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た会社です。異業種交流会を組織して、中

小企業の新素材、食品、環境技術等をテー

マとする研究会活動や産学共同研究をコー

ディネートしてきた実績がございます。ま

た、先進的なウェブ技術の教育普及や、メ

カトロニクスや電子計測などの技術者の養

成、それから生産管理や商品開発などの職

能別の研修の実施など、各種産業の支援を

続けてきた会社です。この会社を中心とし

て農工商連携の枠組みをつくり、その活動

を進めています。東三河唯一の産業支援機

関でございます。 

次に、食農産業クラスターの推進計画に

ついてご説明します。これは、農業、製造

業、流通業、外食産業などの食と農を連携

させながら、新しい価値を生み出して次世

代に繋がる地域産業を育てていくという計

画でございます。 

豊橋市で平成19年に食農産業クラスター

推進計画をつくりました。サイエンス・ク

リエイトを中心に推進協議会を設立し、

色々なプロジェクトの実施、異業種の出会

いに関する支援をしているところです。こ

のクラスター協議会は、130を超える大学、

行政、民間企業が会員になっており、同社

はその中心として活動しています。 

この食農産業クラスターの取り組み事例

の紹介です。まず１番目に、新商品の開発

ですが、ここでは大葉を中心とした食品の

開発をしております。先日、京大、名大の

研究グループが発表した研究成果として、

大葉は老化とかメタボの予防に効果がある、

そういう新聞報道もされております。健康

志向を売りにして、新商品の開発・販売を

していきたいと考えております。それから

２番目に海外事業がございます。東南アジ

ア、特に香港、台湾を中心として柿やメロ

ンなど、この地域の農産物をＰＲし、販路

拡大事業を行っております。３番目ですが、

農業関連技術の開発・普及、これには各企

業と連携しながら、技術開発をしています。

例えば、食品の中の異物を検出するような

機械、そういったものの開発をしています。

最後に、人材育成があります。豊橋技術科

学大学を中心に連携しながら、植物工場や

６次産業化に対応する人材育成を進めてい

きたいと考えております。 

平成19年から平成22年の４年間で24の事

業を立ち上げ、事業全体で１億円ほどの補

助金をいただき、14億円の売り上げを出し

ております。商品の実例が、皆様方の机の

上にも置かせていただきましたウズラカッ

ターです。豊橋産のウズラをブランド化し、

市場にもっと出していこうという食農産業

クラスターの取り組みの一環として、この

カッターを研究会の中で地域の企業と協力

して製作しています。 

それでは、植物工場を中心としたさまざ

まな取り組みを、ご紹介させていただきま

す。農業は自然を相手にするものですから、

気候や土壌、病害虫に大きく影響され、う

まくいくかどうかは、経験と勘に左右され

る面があります。一方、工業は安定した環

境の中で、材料を入れれば一定の時期に一

定の量の、一定の品質の製品が計画的に生

産されるというのが特徴でございます。農

業と工業をいかに融合していくのか。それ

がこの植物工場の命題でございまして、明

治の時代にこの豊橋市で、畑で栽培されて

いたものを、ガラス温室の中に持ってきて

栽培した。それを発展させて、工業と農業

をいかにマッチングさせていくかが植物工

場の開発のポイントでございます。植物工

場のメリットとしましては、天候に左右さ

れない環境であるということ。１年中同じ

労働時間で労働することができる。１年中

生産しますので、安定した収入が確保でき

る。安定した量と質によって、均等な値段

で出荷できる。消費者にとっては安全でお

いしい農産物を安定した値段で買うことが
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できる、というような点があげられます。

そういう栽培環境を科学的にコントロール

できれば、農業経験が少ない若者や、新た

に参入したい方々、そういう方々でもベテ

ランの農業者と同じように、この植物工場

の中で働くことができるだろうと考えられ

ております。この植物工場を支援するため

に、人材の育成、企業の方々に参加してい

ただく情報交流の場、植物工場でつくられ

たものをいかに販売していくのかという販

路の拡大、そういうことをしっかりとやっ

ていかなければいけない。これが総合的に

パッケージになって、普及拠点としての形

成が図られていくということでございます。 

昨年度から植物工場の実証研究事業に取

り組んでおります。経済産業省のイノベー

ション拠点立地支援事業、それから豊橋市

の植物工場普及推進事業の補助を活用しま

して、全体事業費が約１億3,000万円、その

うち8,000万円ぐらいが補助金でございま

すが、サイエンス・クリエイトに隣接する

豊橋リサーチパークに建設しました。栽培

棟は約1,280平方メートルという広さでご

ざいます。この植物工場をイノベーティブ

グリーンハウス（ＩＧＨ）と呼んでおりま

すが、ここでは、大玉トマト国産品種で日

本初となる、10アール（1,000平方メートル）

当たり50トンの収穫を達成目標としていま

す。５年間の実証栽培データを分析して、

栽培マニュアルをこの中でつくって、それ

を普及させていきたい。産学官連携による

研究をこの中でやっていきたいということ

です。 

プロジェクトの体制ですが、サイエン

ス・クリエイトと豊橋技科大が事業管理を

行います。イシグロ農材を始め、４つの企

業が参画企業として、様々な技術を共同研

究している状況でございます。豊橋商工会

議所、愛知県、中部産業経済局による支援

もいただいております。この７月にトマト

が植えられて、１週間ぐらい前に第一弾の

収穫が終わっております。最初の収穫でし

たので、まだ少し品質が良くないというこ

とで、２番なり、３番なりぐらいで商品に

なるものができてくるだろうと考えており

ます。 

この植物工場の実証研究事業では、植物

の成長について、二つのポイントがござい

ます。一つは、いかに光合成をしっかりさ

せるか。もう一つは、いかに根の環境を良

くすることで成長を早めるか。この二つが

大きなポイントです。一つ目の光合成の量

をいかに伸ばすかについては、光と温度と

湿度とＣＯ２、この四つのバランスをとっ

て供給することがポイントです。その環境

を、ハウスの中でいかにつくり出せるかと

いうことが重要です。もう一つは、根の環

境ですね。根に酸素、肥料、水が効率よく

行き渡らないと、成長しません。良質な環

境をいかに保つかということが重要です。 

それでは実験施設の説明をします。まず、

循環型の養液システム、アクアビートとい

います。植物工場では養液栽培をしており

ますが、それを循環させて植物に与えて、

また戻し、その際に、どういう成分が使わ

れたかを検査して、また次に養液を出すと

きに不足する成分を補い与えていくという、

循環式の養液システムです。それから循環

型の空調システムということで、温度とか

ＣＯ２を管理するために、最適な空気をつ

くって、栽培室のほうに供給するためのシ

ステムです。次に栽培棟の設備ですが、ハ

イワイヤー栽培と呼ばれる高い天井からワ

イヤーでトマトの樹を吊るす方式の様子で

す。長期多段取り方式と言いまして、一本

のトマトのつるを高さ３メートルぐらいに

つるし、一年間で総延長20メートルを超え

るくらいまで伸ばし、１本のつるから大体

40段の実をとることができる栽培方法です。

次に、自然エネルギーを活用する設備とし
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て太陽光、風力発電なども、実験棟に取り

入れています。次に、屋根部分の設備です。

特にトマトは、夏の高温障害が問題になり

ます。夏の高温をいかに抑制するか。その

ために、屋根や壁面に、光を通すけれども、

熱を反射するシートをつけて温度調節をし

ています。最後にコンピューターでデータ

管理分析をするＩＧＨの中枢施設のご紹介

です。民間と豊橋技術科学大学の共同開発

により、全体の空調や養液等の管理と、そ

れらをデータ化し、収量の予測から管理方

法の決定を一元的に行うシステムを構築し

ました。 

最後に、新農業クラスターの形成という

目標から、今までご説明したことをまとめ

ます。まず、地域の強みというものがある。

それから地域の課題というものもある。そ

れら課題を、サイエンス・クリエイトを中

心としたさまざまな機関、さまざまな方々

の産学官ネットワークの中で調整・解決す

ることが基本となります。とりわけ、人材

育成につきましては豊橋技術科学大学と連

携し、今年度から植物工場のマネージャー

育成プログラムを実施したいと考えていま

す。また今後は、農業経営やマーケティン

グ、商品開発の実務を教える６次産業化推

進のための人材育成プログラムに取り組み

たいと考えております。 

加工食品の販路開拓についても、例えば

香港や台湾のバイヤーを招致しての販路拡

大、首都圏への販路拡大も、産官学ネット

ワークの中で進めたいと考えております。

さまざまな活動を、よりレベルアップする

ことで、リーディングプロジェクトとして

新農業を位置づけていきたいということが、

このクラスター形成の基本的な考え方でご

ざいます。 

まだまだ新農業への展開は途中段階です。

ぜひ、皆様方のご協力をお願いします。あ

りがとうございました。 

コーディネーター／ 

㈱サイエンス・クリエイト 白坂常務取締役 

ありがとうございました。続きまして、

三遠南信地域社会雇用創造事業の取り組み

に関しましてＳＥＮＡ事務局の金原栄行事

務局長から報告をお願いいたします。 

 

ＳＥＮＡ 金原事務局長 

 

皆様、こんにちは。ＳＥＮＡ事務局長の

金原と申します。よろしくお願いいたしま

す。それでは、三遠南信地域社会雇用創造

事業の取り組みについてご紹介します。 

この事業は、平成22年度から23年度の２

カ年かけて実施したものでございます。内

閣府の所管する事業で、ＳＥＮＡが国の事

業募集に応募し、採択をされました。全国

から53団体の応募があり、ＳＥＮＡを含め

12団体の提案が採用されました。事業費は、

当時の予算額で７億円、決算ベースでは５

億3,000万円ほどとなっています。 

事業目的は、雇用創造のネットワーク・

システムを構築し、社会的企業による継続

的な雇用を図るというものです。３つの分

野について、社会起業インキュベーション

事業、インターンシップ事業を行いました。

１つ目は、森林ビジネス、地域資源活用ビ

ジネスといった自然資源を活用した雇用創

造分野。２つ目に、まちづくりビジネスと

して中山間地域ビジネス、地域づくりによ

る雇用の創造の分野。三つ目に、食農ビジ

ネス、社会福祉介護・医療のビジネスとい
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った安心安全を確保するための雇用創造分

野。大きく三つの分野を設定しています。 

雇用創造のモデル図についてご説明しま

す。インキュベーション事業で対象とした

人材は、企業内からの起業者、地域内での

起業者、また全国からのＩターン起業者を

対象としています。また、インターンシッ

プ事業では非就業者、学生、シニア層を主

な対象といたしました。 

目標数値につきましては、インキュベー

ション事業では90名を起業支援対象者とし

て選定することを目指し、また、インター

ンシップ事業では、800名の研修修了生の輩

出を目指しました。これらの事業を通じて

人材を育成し、社会的企業の起業、社会的

企業での就職に結びつけるという事業内容

となってございます。 

次に、推進体制及び基金の運用、管理方

法についてご説明します。事業者はＳＥＮ

Ａですが、さまざまな機関の協力により、

事業を推進する体制をとりました。ＳＥＮ

Ａ幹事会及び外部有識者により組織される、

社会的企業人材育成委員会が総合調整機能

を担い、インキュベーション事業の実務は

東三河、遠州、南信州の産業支援機関にコ

ーディネート機関としてご協力をいただき

ました。東三河はサイエンス・クリエイト、

遠州では浜松地域イノベーション推進機構、

南信州では南信州・飯田産業センターに一

部事業を委託して実施しました。 

インターンシップ事業では、東三河地域

研究センターにコーディネート機関を務め

ていただきました。そして三つの雇用創造

分野に関連の深いＮＰＯ法人などを公募し、

インターンシップ研修生を受け入れていた

だく形で事業を進めました。 

また、社会的企業人材創出インターンシ

ップ事業の詳しい事業内容についてですが、

ＮＰＯ法人等と連携し、非就業者、学生、

シニア層などを対象とした職場体験研修、

いわゆるインターンシップを実施いたしま

した。社会的企業への就職を支援し、研修

修了生800名を目標としました。インターン

研修の日数は30日間、２年間で６期の開催

をし、各期の研修はおおむね３カ月程度の

期間内で実施しました。研修内容の内訳は、

研修生受け入れ機関での分野別研修が26日

間、ＳＥＮＡが実施する集合研修が４日間

です。また、研修生受け入れ機関に対して

は、交付金として研修生修了生１名につき

13万5,000円を上限に交付しました。受講料

は無料で、負担なく研修を受けられる制度

としました。また、年収見込額が基準を下

回るなどの条件を満たし、かつ研修を修了

した方には活動支援金15万円を支給しまし

た。インターンシップ事業の事業実績は、

研修修了生数が２カ年で1,070名となりま

した。多くの研修生受け入れ機関のご協力

により、目標を大幅に上回ることができま

した。 

研修の写真をご覧いただきながら、研修

の内容についてご説明をいたします。イン

ターンシップ研修には、研修生受け入れ機

関での分野別研修と、ＳＥＮＡが実施する

集合研修があります。まず、集合研修の様

子をご紹介いたします。集合研修は４日間

で、研修生の意識啓発などを目的として、

講義、ワークショップ、交流会、報告会な

どを行いました。東三河地域、遠州地域、

南信州地域それぞれで開催し、集合研修の

１日目で行われる講演会と、最後に行われ

る報告会は一般公開とさせていただきまし

た。また、次に分野別研修の様子です。２

年の事業期間内、インターンシップ研修に

協力していただいた受け入れ機関は、延べ

170団体に上り、研修コースは延べ197コー

スにもなりました。その中から一部ですが、

研修コースの実例をご紹介させていただき

ます。まず、「農業をチラ見しよう」という

コースです。生産者のもとで農業経営を実
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際に経験することで、将来ビジネスとして

農業を考えるきっかけをつくるというコー

スです。研修を通して、これから就職され

る方や、転職を希望される方に対して、農

業をビジネスとしてとらえるための経験や

情報を伝えることを目的としたものです。

次に、「自然エネルギーを利用する２、また

は３輪、ＥＶ車及び船舶等の開発技術者の

育成」コース。太陽光、風力発電、バイオ

エネルギー発電といった再生可能エネルギ

ーを用いた急速充電設備、ＥＶ車やソーラ

ービークルの構造を学ぶ研修でございます。

基本的な電気知識や各種バッテリー、充電

装置の安全な取り扱いを実地で学習するこ

とができる研修です。 

続けて社会起業インキュベーション事業

についてご紹介します。事業内容は、三遠

南信地域において社会的企業の創造・事業

化を目指す方を支援する、となっています。

「社会起業プラン・コンペティション」に

より優秀な事業計画を選定し、その策定者

に対して、起業までの支援を実施しました。

こちらは90名を起業支援対象者として選定

することを目標としました。具体的な起業

支援の方法として、起業研修講座の開催、

起業のアドバイザーの紹介を実施しました。

起業者数は、結果として２カ年で78名とな

りました。事業初年度の平成22年度中に、

事業内容を地域へ浸透させることが難しく、

プラン・コンペティション参加者を十分に

確保できなかったというところが、目標を

達せられなかったという点で反省しており

ます。ただ、平成23年度からは通知等の範

囲を拡大し、事業の浸透に努めたため、前

年度を上回る成果があり、最終的に78名の

方々の起業を支援しました。 

これはプレゼンテーションの様子です。

一次の書面審査を通過した方が、二次審査

でプレゼンテーション審査を受けます。選

定された事業計画の策定者は、ＳＥＮＡお

よびインキュベーション機関から起業の支

援を受けることができる仕組みです。ここ

で起業につながった実例をご紹介させてい

ただきます。まず、農家・民宿を開業され

た方の例です。中山間地域の生活を体験し

てもらうため、茶摘み、園芸、果樹栽培、

シイタケの栽培、炭焼きなどの豊富な体験

メニューを実施されています。次に、ＧＰ

Ｓなどを活用した森林データの収集、間伐

事業、地域木材の活用の企画・運営など、

ＮＰＯ法人を設立された方の例です。山間

地の過疎化に伴う不在山主の増加、森林の

資産価値の低下、地域住民の高齢化という

問題の解決に取り組んでいらっしゃいます。

最後に、発達障害児の病育や発達障害児を

持つ家庭の育児相談を行う児童デイサービ

スを開業された方の例です。地元の小学校、

幼稚園、保育園、保健センターなどと連携

をし、発達障害児の早期発見、早期療育に

も取り組んでいらっしゃいます。 

起業支援講座の様子を写真でご説明しま

す。起業支援対象者となった方々に対して、

基礎から実務まで、起業の際に必要となる

知識の習得を目的とした研修講座を開催し

ました。基礎編では社会的企業の概要、心

構え、基礎知識などについて、また実務編

ではビジネスの手法、パートナーシップの

手法、経理、マーケティングの分析、資金

調達などについて実践的な講座を受講して

いただきました。 

このように、社会起業インキュベーショ

ン事業では、起業支援対象者が実際に起業

するまでの支援を行ってきました。しかし、

今後も継続して経営を続けていくためには、

経営相談などの起業後のフォローアップが

欠かせません。そこでＳＥＮＡ及び三遠南

信地域経済開発協議会の共同事業として、

フォローアップ事業を実施します。事業期

間は平成24年９月から25年３月までを予定

しています。こちらに事業目的として、主
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な三つを挙げています。まず、社会起業イ

ンキュベーション事業の効果の継続的な把

握と検証、起業された方々の追跡の調査を

し、確認をさせていただく。それから起業

者の事業の広報ということでございます。

そして起業をこれから目指す方々への実践

ノウハウの提示ということで、実際に78名

の方が起業されていますので、こうしたノ

ウハウについてもご紹介をさせていただき

たいと、目的を３点掲げています。 

何よりも２番目の起業者の事業の広報と

いう点が重要で、商工会議所等が主催する

ビジネスマッチングなどのイベントで、こ

ういった冊子を配布することで、起業者の

広報について支援をしていきたいと考えて

います。 

それでは、最後にＳＥＮＡが今後進める

事業についてのご紹介です。三遠南信地域

連携ビジョンにける重点プロジェクトのう

ち、国内外に向けた人材・企業誘致の活動

促進という項目に、人材育成が位置づけら

れております。本日ご紹介した社会起業イ

ンキュベーション事業のフォローアップ事

業は、この人材育成という点から実施され

るものでございます。そしてもう一つ、国

土交通省からの委託事業として官民連携主

体による地域づくり推進事業を実施してお

ります。人材育成という点から、仮称です

が、三遠南信大学シンポジウム・人材育成

円卓会議をＳＥＮＡ主催で開催する事業予

定となっています。ＳＥＮＡは大学、行政、

企業、市民団体の連携、あるいは県境連携

という点から、今後こうした事業を通じ、

人材育成のための環境整備の取り組みを検

討してまいりたいと考えております。報告

は以上です。ありがとうございました。 

 

■意見交換 

 

コーディネーター／ 

㈱サイエンス・クリエイト 白坂常務取締役 

ありがとうございました。それでは、意

見交換に移ります。最初に、三遠南信地域

で行われている新産業創造のための取り組

み、あるいは既存産業に活力を与える取り

組みに関しまして把握していきたいと思い

ます。 

 

豊橋商工会議所 吉川会頭 

豊橋商工会議所の吉川です。本年の４月

に産業振興を図る広域連携組織として、東

三河広域経済連合会を設立しました。東三

河の三つの商工会議所、そして13の商工会

で、広域的な観光、また、人材の育成、も

のづくり産業の振興について取り組んでい

るところでございます。今からご紹介をさ

せていただきます二つの取り組みも、連合

会の枠組みの中で実施をしているものづく

り振興の一環ですので、ご理解を賜りたい

と思います。 

一つ目は、東三河産業創出協議会の取り

組みについてご紹介します。東三河産業創

出協議会は、平成17年度から５カ年にわた

り、経済産業省から産業クラスター事業と

して補助金の採択を受け、豊橋、豊川、蒲

郡の三つの商工会議所が中心となって、も

のづくり企業のネットワーク化や新産業創

出に関する事業を行ってまいりました。平

成22年度からは三遠南信クラスター推進会

議の事業を受け持つ形で事業を継続してい
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ますが、それ以外にも健康医療産業や次世

代輸送機器産業の分野においても事業展開

しているところです。今年度からは、東三

河広域経済連合会の設立を受けまして、三

つの商工会議所から、枠組みを東三河全体

に広げさせていただきました。その上で事

業活動を企業連携マッチングや人材育成の

分野にも広げて、取り組んでいるところで

ございます。今後、ものづくり企業のネッ

トワークを東三河全体に広げながら、販路

の拡大や取引先の開拓などに繋がる事業を

展開していく予定です。 

二つ目は、ものづくり博2012in 東三河の

開催についてご案内します。従来は豊橋商

工会議所に事務局を置く、豊橋ものづくり

振興会の主催で、地域のものづくり企業の

情報発信の機会として、２年に一度、もの

づくりフェアを開催してまいりました。今

年度から、東三河県庁が設置されたことに

呼応して、東三河広域経済連合会を設立い

たしましたので、ものづくりフェアを見直

して、東三河地域全体でものづくり企業の

博覧会を目指していこうということになり

ました。名称も新たに「ものづくり博」と

改めて、企画・準備を幹事会組織のみなら

ず、全ての東三河の商工会議所、商工会が

関わって取り組んでいるところです。11月

30日と12月１日の２日間、豊橋市総合体育

館において、東三河を中心とする81の企業

団体が出展をいたします。ぜひ、遠州地域

や南信州地域の方にも、足をお運びいただ

ければ幸いでございます。 

 

袋井商工会議所 鈴木専務理事 

袋井商工会議所の鈴木です。袋井商工会

議所の最近の取り組みを紹介します。袋井

商工会議所は、現在会員が1,575事業所とい

うことで、組織率が59％の小規模の会議所

です。会員の減少はどこの会議所でもある

わけでございますが、来年度、創立20周年

を迎えますので、この時点で20年前の商工

会設立時点の1,600事業所の会員確保を目

指して、今年度取り組みを始めたというと

ころでございます。 

地域産業に活力を与えるというテーマで

すのでそれに関連する事業をご紹介します。

社会や経済、環境、そういったものが大き

く変化している我々の経済界ですが、一つ

は国際化、グローバル化、もう一つは農商

工と学の連携、農業の６次産業化、これら

をキーワードに23年度、アジア産業交流委

員会と農業産業部会を発足さました。ちな

みに全国514の会議所の中で、農業の部会を

持っているところは全国初と伺っておりま

す。今年４月に定款の変更も済ませたとこ

ろでございます。 

初めに、アジア産業交流委員会でござい

ます。グローバル化している産業界の中で、

地方の商工事業者も影響を少なからず受け

ております。それに対応するため、袋井の

出身で、明治の時代から国際的に活躍され

た方に焦点を当てまして、現在ベトナム、

台湾、タイ、中国と、特にアジア地域との

経済交流が図れないか、ということで取り

組みを始めたところでございます。特にベ

トナムとの交流は、ベトナム独立運動の父

と言われておりますファン・ボイ・チャウ

という方がおられますが、この方と袋井出

身の浅羽佐喜太郎という方との交流がござ

いまして、現在その方を顕彰するお墓、記

念碑が袋井にございます。ベトナム総領事

が交代した際に、そのお墓にお参りをして

いただいたということがありまして、非常

に人脈的に太いパイプがつながっておりま

す。これを経済交流に生かせないかと、現

在取り組みを始めたところでございます。

特にこの静岡県の西部や三河地域の大学に

は、たくさんベトナムの留学生の方がお見

えになっております。そういった方を受け

入れてのホームステイ等も始めまして、フ
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ァン・ボイ・チャウ氏を顕彰する碑にもお

参りをしていただいたりして、交流をして

いるところです。 

もう１点の農業産業部会ですが、先ほど

瀧川部長から豊橋市の取り組みをご紹介い

ただきましたけれども、平成22年に商業部

会と工業部会の合同視察会で豊橋市のサイ

エンス・クリエイトを視察させていただき

ました。ここで勉強させていただきまして、

すばらしい先進的な取り組みだということ

で、袋井においてもこの取り組みを始めた

わけです。袋井はもともと農業のウェート

の高い地域性でしたので、農業の資源が

色々ございます。現在、主な農産品の出荷

額としましては、クラウンメロン、袋井茶、

袋井のお米という、三つの主な農産品があ

ります。これらが大半を占めており、110

億ぐらいの年間生産額です。この地域資源

を生かして、今後、農商工連携を深め、袋

井の特産品を生かした新商品の開発、販路

の開拓、これを進めていきたいというもの

でございます。ちなみに、食農産業クラス

ター推進協議会にも参画をさせていただき、

今勉強をさせていただいております。具体

的な取り組みとしまして、今年度、中小企

業庁、日本商工会議所の地域力活用新事業

無限大全国展開プロジェクト事業にエント

リーをさせていただきました。袋井のクラ

ウンメロンにはギャバという成分が多く含

まれています。これを活用した健康飲料、

最近ブームのエナジー飲料の開発の取り組

みを始めたところです。 

 

飯田商工会議所 萩本副会頭 

飯田商工会議所の萩本でございます。地

域の産業振興という観点から考えますと、

地域にはこれを牽引する二つの主体がある

と思っています。一つが商工会議所、ある

いは商工会だろうと思うのですが、もう一

つは、行政並びに工業界が参加する従来の

地場産業センターです。今は公益財団法人

南信州・飯田産業センターとなっておりま

すが、ここが主として産業、工業を中心に

して活動する形で、いろいろな取り組みを

して新しい産業を振興させようというよう

に取り組んでいます。穏やかなお話をした

い気持ちには変わりはないんですけれども、

今の経済の激変はとてもではないけれども、

穏やかな物言いで済む状態ではなくなって

いるということを、実は深刻に受けとめて

おります。この論議の中でも、本当はしっ

かりと取り上げてほしいなという気持ちで

おります。 

 

奥浜名湖商工会 手塚会長 

奥浜名湖の手塚です。奥浜名商工会は奥

浜名湖を取り囲む三つの田舎の商工会が合

併してできた会員数1,200名程の商工会で

ございます。御多分に漏れず、廃業が多く

悩んでいるところでございます。今皆さん

が言われたような、新規産業というよりも、

商工会の会員は零細企業ばかりなものです

から、親が商売をやめるときに、息子にや

めておけというような、そういうお話も

多々聞きます。今若者がどうしてもやる気

を出さなければいけないものですから、合

併した３商工会の青年部、若い連中が異業

種を問わず色々な勉強会を通じて、何かで

きないものだろうかと。地域に密着した、

地域ならではの企業ができることを、今

色々と勉強をしているところでございます。 

工業のほうも、二次でなくて、三次か四

次の下請が非常に多いものですから、技術

的なものを勉強して、地域の大学に聞きに

いくところがあれば、またご指導願って、

勉強させたいと思っております。 

 

駒ヶ根商工会議所 山下会頭 

駒ヶ根の山下でございます。私ども駒ヶ

根商工会議所は三遠南信地域連携ビジョン
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推進会議の最後の会員でして、ちょっと地

域的に離れているものですから、別な角度

でお話をします。 

駒ヶ根は長野県の上伊那郡エリアに入っ

ていまして、工業出荷額では松本、長野に

次いで上伊那郡が第３位という立場でした。

しかしアメリカのリーマンショック以降、

景気の低迷の中で上伊那を何とかしなけれ

ばいけないと。諏訪地域には、諏訪メッセ

という大きな工業展示会があります。全国

350社ぐらいが出展をしていると思います。

これを見習って上伊那も何かやろうという

ことになりまして、まずお互いにどういう

会社がこの地域にあるのか、お互いを知ろ

うということから始めました。結果的に初

年度は百五、六十人の参加者でしたが、３

回目のときには1,200名を超えるような来

場者が来て、大分賑やかになってまいりま

した。そんな取り組みから、地域で工業の

振興に力を入れていこうということでやっ

ております。 

駒ヶ根商工会議所の一番の事業としては、

テクノネット駒ヶ根という異業種交流集団

を中心に、人材育成をやっております。経

営体質強化のための基礎的な研究会や、講

習会の学習活動等の研究会活動を実施しお

り、時々のニーズに応じて幾つかの研究会

が企画されております。リーマンショック

以後の、経済の激しい動向の中でも、あま

り倒産が起こらなくて、まがりなりに我慢

できているのは、こうした研究会を通じて、

企業の個性をどう生かすかということずっ

と勉強してきたからこそだと思います。私

どもの地域もサプライヤーの２番目から５

番目ぐらいまでのような下請が多いもので

すから、大変なわけでありますけれども、

そういうところでも個の力をつけるために

勉強をやってきた努力が、今何とか少しず

つ報われているのかなというような気がし

ております。 

下條村 宮島副村長 

下條村の副村長の宮島でございます。本

日は三遠南信自動車道の一部開通による企

業進出効果と人材育成ということにつきま

して発言させていただきたいと思います。 

まず、三遠南信自動車道の一部開通の企

業進出ということでございますが、平成20

年４月に飯田中央道からの飯田山本 JCT か

ら天龍峡 IC の7.2キロが供用開始となりま

した。これを受けまして当村に名古屋市の

企業が工場を開設したいという希望がござ

いまして、村では平成21年１月から約4,000

平方メートルの土地の用地買収と造成を行

い会社に引き渡しまして、22年３月に工事

を完成して操業を開始しております。この

工場はアミューズメント機器の液晶の生産

ということでございますけれども、さらに

昨年から本年にかけまして工場の増築をさ

れているということで、既存企業への雇用

の波及という点では非常に歓迎をしている

ところでございます。この進出理由でござ

いますけれども、飯田の天龍峡 IC から車で

５分という距離でございます。このように

一部開通でも企業の進出は可能であるとい

うように思っているところでありますし、

これからも期待しているところでございま

す。 

それとあわせまして人材育成の関係でご

ざいますが、このような企業進出の中で非

常にレベルの高い技術者が求められていま

す。特にコンピュータグラフィックデザイ

ナー、ハード、ソフト含めて電子技術、そ

れから情報技術、制御技術の技術者が特に

求められています。しかし、上田市に長野

県の工科短大がありますが、残念ながら南

信にはございません。南信地区にも必要だ

ということで、県の検討会に入っていると

ころですが、産学官での早い対応を望んで

いるところです。 
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花男子プロジェクト 近藤代表 

日本一花をつくるまち、この東三河を、

日本一花を贈るまちにしようという合言葉

で活動している花男子プロジェクトと申し

ます。よろしくお願いします。東三河は花

を日本一つくる生産地でありながら、地域

の花の需要がなくて、ましてや日本一の花

の産地という認識も認知も全くないという

まちでした。国内のフラワービジネスは平

成10年をピークに、約半分になってしまっ

たビジネス業界です。ここに本当にイノベ

ーションを起こさないといけないという気

持ちで、僕たちは活動し始めました。そし

て、そこにはやはり花が物売りという考え

になってしまっていたので、やはり花は人

と人をつなぐもの、人から人への思いを伝

えるものというものを新しい価値として、

花の価値として創造していきたいと考えて

います。そして花男子プロジェクトから既

存産業に活力を与える取り組みとしまして、

花男子プロジェクトは新しいエンターテイ

メントであるフラワーパフォーマンスとい

うものを軸に行っています。このパフォー

マンスによって、花の力を多くの方に体感

してもらう。花の力というのは自分たちで

やっていてよく分かったんですけれども、

理屈ではないものですから、花から始まる

感動のストーリーをつくるということを一

生懸命パフォーマンスして、その体感され

た方の感動の一瞬や表情を、画像やコメン

トの形で雑誌や新聞、テレビメディアで全

国に発信していって、フラワービジネスの

イノベーションを行っていきたいなと活動

しています。そこから花の力、東三河を花

のまちということにして、新しい花文化を

創造して、新しいフラワービジネスを展開

していきたいと考えています。 

 

コーディネーター／ 

㈱サイエンス・クリエイト 白坂常務取締役 

皆様のお話、ご報告を伺っておりました

ら、それぞれ各地域で産業集積の特徴を生

かした形の取り組みが各地で進んでいると

いうことが明らかになりました。続いて今

回のテーマである「地域産業の持続的発展

を目指した新産業創造と人材育成」の人材

育成という点について、議論を深めていき

たいと思います。地域産業が持続的に発展

するためには、それを支える専門的な人材、

創造性豊かな人材の育成、確保が必要だと

考えます。その際の課題、それに対する解

決策等について、ご意見を伺わせていただ

きたいと思います。 

 

泰阜村 横前副村長 

泰阜村副村長の横前明と申します。よろ

しくお願いします。 

泰阜村には企業と呼ばれるようなものは

２社しかございません。今後も企業誘致と

いうようなことは、可能性は低いだろうと

思っております。そんな泰阜村でございま

すけれども、村内２社のうち、１社は多摩

川精機株式会社の子会社である多摩川精機

エレクトロニクス株式会社です。多摩川精

機株式会社はご存じのように優良企業でご

ざいますので、その子会社ということでご

ざいますけれども、今後この会社を支えて

いく優秀な人材が、後々確保し続けられる

かと言えば、優秀な人材は中山間地には乏

しく、かなり難しい。ハードルが高いだろ

うというように思っております。つまり、

誰でもいいというわけではなく、工業系の

会社なら、やはり工業系の大学を卒業する

見込みの皆さん方、若い人材が欲しいとい

うところだと思います。ですから、どうい

った情報を発信していけば、それなりの人

材が確保できるかという、情報発信の手段

というものも、やはり課題かなと私は思っ

ております。 

また村にしてみれば、企業の存続があれ
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ばこそ、そこに雇用が生まれる、ひいては

村も存続できるということに繋がってくる

わけでございます。そこでＩターンとかＵ

ターンの受け入れも可能になってくるわけ

でございます。そういったことを考えます

と、自治体も企業と一緒になって、優秀な

人材の確保を考えなければならないと思っ

ております。泰阜村では行政主導で人材を

確保いたしまして、つまり行政の臨時職員

ですね。そのような形で採用して企業へ出

向させていただいております。昨年からで

すので、まだまだこれからでございますけ

れども、後々はその企業でリーダーシップ

のとれるすばらしい人材に育成していただ

いて、数年たった暁には企業へ移籍して採

用してもらうと、そのようなプロセスでや

っていければ、泰阜村からも企業が撤退す

ることなく、現存の企業へ支援を講じてい

くのが行政の仕事だと思っております。 

 

飯田商工会議所 萩本副会頭 

豊橋や浜松にはそれぞれ工科系の大学が

あるのですが、飯田にはございません。逆

に言うと、フリーハンドにいろいろな大学

との連携を模索することができる。実は、

近くにあるから相応しい連携ができるかと

いうと、必ずしもそうでもございません。

技術というのは大変に狭い分野で特化した

ことをやらなければいけませんので、そう

いう意味で言えば、広く研究者を全国で訪

ね歩いて連携するということが、技術の世

界では絶対に必要なわけで、近くにあるか

らそういう連携が成立するとは限らないと

思うんですね。そういう意味で言うと、飯

田には残念ながらないんですけれども、逆

に、非常に多くの全国の大学との連携が起

こっているし、そこから新しい産業ネット

というものも生まれてきているのではない

かと思っております。 

 

新城市商工会 本多会長 

新城市商工会の本多でございます。うず

らの卵カッターが今日テーブルにあるとは

思わなかったんですが、これは佐原市長が

うずらの卵が大変な目に遭って何とか救い

たいと。何とかならないかということで、

私どもの会社が考えてつくったものでござ

いまして。要するに今、困っていることが

ビジネスになるということでございます。

何とかならないかという話がいっぱいある

わけですから。 

先日、私の会社である本多プラスがカン

ブリア宮殿等マスコミで取り上げられまし

た。何故かと言えば、新城だから大変だと、

ハンディがありながら良くやるな、という

ことです。トヨタ自動車の影響が大きい地

域でありながら、自動車の下請をやらなか

ったと。プラスチック製造の仕事ですけれ

ども、やはり自分で考え自分でつくって、

自分で売るという信念でやってきた。今ま

での話を聞いていると、起業家に対する恵

まれた条件がいっぱいあるんですけれども、

私が起業したところは何もなかったわけで

すからね。ないない尽くしで、それがかえ

って、「この野郎」という思いです。 

起業家というのは、親がいけないんです

ね。親が、一流高校へ行かせて、一流大学

へ行かせて、一流の会社に入れるというの

が夢ですから、そんなことをしてばかりな

んですね。と同時に今の商工会の会長をや

っていて分かることは、廃業する人が多い

んですね。要するに後継者に悩んでいるわ

けです。イノベーションと言いますけれど

も、やはり自分の親を超えろとか、一代一

事業という、そういう起業家を教育しなけ

ればいけないわけでね、今の会社をイノベ

ーションしなければいけないんです。製造

業が中国へ流出していってしまったけれど

も、今大変な目に遭ってしまっているわけ

ですから。 
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奥浜名湖商工会議所 手塚会長 

私どものところは人材育成と言うか、あ

る程度の若い人を中心に勉強会をやってお

ります。皆さんの話を聞いて、近くに大学

があるとか、いろいろな技術をいろいろ教

育してもらうとか、呼べばいいというよう

な話を聞いたものですから、今後その点を

考え、来てもらうのではなくて、どんどん

行けばいいと思って、そういう方向で考え

ております。 

 

磐田商工会議所 伊藤会頭 

磐田商工会議所の伊藤でございます。人

材育成についてですが、私どもの地域は輸

送機器産業がベースですので、グローバル

経済の変革によって大変なダメージを受け

て、現在、一番の問題は雇用問題というこ

とになります。対策として、どうしても人

材育成、または新しい新産業の創出をして

いかなければ、というわけで、１年前に厚

生省の地域雇用創造推進事業に参画いたし

ました。8,000万円の補助金を得て、磐田市

地域の雇用創造推進協議会というのを設立

しました。会長は磐田商工会議所でござい

ますが、メンバーは各会長、民間企業、農

協、農林事務所、商工会です。商工会とい

うのは磐田の市町村合併で商工会がいっぱ

いあったものですから、その商工会の人、

それから磐田市の産業部と官民挙げて体制

を組みまして、実際の事業には地域の大学

の先生方も入れるというようなことで、今

やっております。 

実際に雇用創出のための事業としてやっ

たのは、経営基盤の強化、農業経営、次世

代交通セミナー、バイオマス等々新しい事

業のセミナーと一般主業、工業基礎訓練コ

ースの講習会をやっております。それと別

に技術のマネジメント、ＩＴ、経営、チャ

レンジ就農、外国人就業の支援と創造支援、

企業の支援ですね。そういうことも手がけ

てやっておりますが、やはり新産業の創出

というのがその中に入ってこなければいけ

ないので、別途新産業創出の協議会を立ち

上げております。 

目的は、次世代の輸送機器の工業分野、

農商工の連携、バイオマス、食品分野、観

光、商業、スポーツ等々、中小企業の経営

基盤の強化ということで、これも官民挙げ

て、大学も入って、そういう体制でやって

いるのが現状です。結果としまして、事業

期間は今年いっぱいまであるわけですが、

雇用創造については利用企業が331社、利用

人数が890人、就業支援で来た人数が90人と

いうことでございます。雇用問題に力を入

れないと我々も立っていけなくなるわけで

すから、注力している実情がございます。 

 

花男子プロジェクト 近藤代表 

人材の育成と確保、それに関する課題と

いうことですが、自分がお花のプロジェク

トをやっていて、一番問題にしているのは、

今のフラワービジネスの産業の中だけで考

えていくと、なかなか新しい発想が出てこ

なかったことです。プロジェクトのメンバ

ーは花の卸会社、フローリスト、花屋、生

産者、マネジメントは税理士、社労士が入

って成り立っています。フラワービジネス

をイノベーションしていかなければならな

いというところに立ったときに、同じ産業

の人と意見を出し合っても、なかなか古い

慣習が破れないというのがあります。そこ

を破ってくれたのが、異業種の税理士さん

だったりします。異業種のメンバーから、

こんなプロジェクトをやったら面白いので

はないか、と始まったのが花男子プロジェ

クトであります。古い慣習の中には良いこ

とも悪いこともあるんですけれども、何が

課題だったかというと、お花屋さん特有の

職人気質というのがとても問題でした。職

人でなければできない。農業もそういった
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職人でなければできないという考え方がは

びこっていたものですから、そこを壊さな

いとイノベーションできないなと思いまし

た。 

先ほどのご報告の中で、農業を経営とし

て考えるといった部分ですが、自分も会社

を経営しているので分かるんですが、厳し

い目で見るとなかなか農業を経営として考

えられない。そこで、農業の人材育成、雇

用創出のために第一に考えなければならな

いのは、今の農業によっての生産者の所得

を向上させることではないかと思いました。 

現在の需要ではなく、お花の新しい需要

を国内でつくって、そこへ売り込み、お花

をつくる生産者の所得を向上していかない

と、なかなか若い就農の方も出ないですし、

今いる農家さんは高齢化が進んでいて、国

内のお花の生産というのは減っていくだろ

うなと思います。そこで僕たちは、まずは

販路拡大、需要の創造ということを考えれ

ば人材も増えていくのではないかなと思っ

て行動しています。 

 

蒲郡商工会議所 近藤副会頭 

蒲郡商工会議所の近藤でございます。商

工会議所の取り組みについて、簡単にご報

告したいと思います。 

人材育成ということですと、商工会議所

は、事なかれ主義、マンネリ、お客さんに

対する取り組みについて、ちょっと希薄な

点があろうかと思います。そこに危機感を

持ちまして、今回人づくり委員会を設置し

て、提案をいただきました。その提案によ

って、従来ばらばらで企画していた講習会

等を一元管理し、責任者を明確にして、年

間のスケジュールもはっきりさせて、重複

や無駄の排除に取り組んできました。実績

として21講座、延べ96日、参加者760名と、

かなり先が見やすくなったのではないかな

と思っております。今回、東三河広域経済

連合会の人材育成事業として、３商工会議

所、13商工会が一緒になった東三河産業ア

カデミーがセミナーを行うこととなりまし

た。特にコスト面、講習会に対する参加者

の募集等について、手を携えてやることで

効果が出るのではないかと思っております。

ただ、こういう人材育成は、ニーズを持っ

た企業が、その気になってくれない限りは

何ともならないわけです。環境に適応でき

ない企業はしょうがない、というぐらい危

惧をもって取り組まなければ、と思ってお

ります。 

最後に１点、人材育成について、申し上

げておきたい事例があります。今、自動車

産業に身を置く立場からしますと、海外へ

出ていくというのは当たり前です。国内で

飯が食えるかというと、なかなか難しいと

いうのが現在の環境だと思います。したが

って、先ほども申し上げたように、海外へ

出ていける企業、力を持った企業というの

はより強い支援が必要と思われます。強い

企業をどう支援していくかが、大切だと思

っております。 

そういった中小企業が海外へいく場合、

一番悩ましいのは「経営」という点です。

物づくりは自分たちの技術を持っています

から十分できますが、経営ということにつ

いて、非常に苦労しています。経営という

のは、経理、総務、労務の総合ですが、特

に人数がちょっと増えてきますと、すぐに

労務問題が起こります。組合問題が起こり

ます。それと税務の問題、特に関税の問題

というのは、担当がイエスといったから、

このことはオーケーだよねと主張したとし

ても、次の担当者は、それは前の担当者が

間違っていたというぐらいのことを平気で

言います。知的財産権の対応も大変です。

そういった、ものづくりを離れた、経営に

ついて支援をいただくことが大事だと思っ

ています。 
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私が思う解決策は、大手の経営スタッフ

でやる気のある人を、いかに中小企業に取

り込むか。これが大切だと思います。定年

まで無事勤めて一丁上がりという人は絶対

だめです。特に大学にお願いしたいのは、

語学に精通した留学生を多く抱えていただ

いて、企業に振り向けていただくというこ

とが、ありがたい支援だなと思っています。 

 

コーディネーター／ 

㈱サイエンス・クリエイト 白坂常務取締役 

人材育成、あるいは確保を目指した取り

組みが三遠南信各地で既に幾つもされてい

ることがわかりましたが、また課題も浮き

彫りになってきています。海外進出の場合

の非常に難しい問題をお聞きしましたが、

もうちょっと広域的に、あるいは業種を越

えて、分野横断的に情報収集、情報発信を

していく三遠南信としての仕組みづくりが

急務になっているのかなという気がします。

それではそうした課題解決に向けて、大学

など教育、あるいは研究機関の役割がます

ます重要になってくるだろうと思いますが、

教育・研究機関と連携して取り組みたい事

業、あるいは教育・研究機関に期待するこ

とについてご意見を聞かせてください。 

 

袋井商工会議所 鈴木専務理事 

袋井には地元に静岡理工科大学がありま

す。大学との連携ということで、袋井市に

産学官連携推進協議会を設置していただい

ております。ここには行政のほかＪＡ、商

工会議所も参加をしており、連携が深まっ

ていると思います。講座の開催や研究会の

支援を進めていくわけですが、特にイノベ

ーションの推進、この事業を進める母体と

なる機構、これを是非設置していく必要が

あるかなと思っております。今後、協議会

に集まったメンバーで、検討していく必要

があるかなと感じております。 

蒲郡商工会議所 近藤副会頭 

教育・研究機関に期待することを、産学

連携という面から申し上げます。ここ１年

ほど商工会議所が産学連携のコーディネー

ターになる形で、会員各企業にテーマ（ニ

ーズ）の登録をしていただいて、それを大

学に持ち込んで先生とマッチングをやろう

という形でやってきていますけれども、ほ

とんど成功事例はありません。 

というのは、一つは、企業は非常に成果

を求めたがります。教えてちょうだい、つ

くってちょうだい、何してちょうだい、そ

のような形の取り組みというのが非常に多

くて、まだまだ不勉強だということです。

一方大学の先生は特に新規性を求められて

いて、公知の事実に余り熱心な状況ではな

いということです。産学連携というのは、

余りにも言葉が踊り過ぎていないかという

ことです。言葉に踊らされて、聞いていれ

ば気持ちは良いけれども、そんなもの簡単

にできるわけないし、ほとんど成果は上が

っていないのが現状ではないかと思います。

私は足かけ２年間、この担当をやっていて

成功事例がないです。なかなか難しいです。 

そんな中、私は大学の先生にお願いした

いのは、そう難しい大上段に振りかぶらず

に相談役になっていただきたい。要は、困

り事相談というぐらいの形の産学連携をス

タートしていただけるなら、私はいろいろ

な成果の道が開けるではないかと期待して

おります。 

 

豊橋商工会議所 吉川会頭 

２点提案をさせていただきたいと思いま

す。 

１点は大学と企業が一体となった人材育

成に向けた取り組みに関することです。地

域の大学は研究機関である一方で、地域の

企業等で働く人材の供給源という役割があ

るのではないかなと考えております。地元
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企業の立場から見ますと、なかなか地元大

学を卒業しても地域の企業へ就職してもら

えないという思いがあります。地元企業に

は競争力があって、十分に活躍の場が与え

られるような企業がたくさんあります。そ

ういう企業でも、優秀な人材を採用しにく

い状況です。社員数が多くない中で、地域

の中小企業は、企業の存続を考えなければ

いけないという課題があります。 

一方で学生は、自分の能力が生かせる企

業が地元にあるかどうかも知らない状況で、

他地域に就職先を求めていく例もあると聞

いております。こうしたミスマッチを防い

で、地元への人材の定着を進めるためには、

三遠南信地域の枠組みの中で、大学と企業

による地域の人材の育成と採用について、

議論をする場を設けることが必要ではない

かと考えております。これまでの大学フォ

ーラムの開催等の実績から、ＳＥＮＡ事業

として実施していくことが望ましいのでは

ないのかと、本日の議論で感じています。 

２点目は、人材育成の観点だけではない

んですが、平成20年度に立ち上がりました

三遠南信地域連携ビジョン推進会議の後継

となる新連携組織に関する提案です。さき

の提案内容も踏まえますと、現状の行政、

経済界による組織を中心としながらも、大

学の機関や地域、そして金融機関、ＮＰＯ

などが参画できるような、複合的に組織さ

れていくような形のものをつくっていった

らどうかと考えているところです。 

 

愛知大学 佐藤学長 

通常、産学連携というと、どうしても技

術系を中心とした研究面での産学連携とい

う話になってしまうと思います。非常に重

要な柱である点は変わりがないと思います

が、もう一つ、教育の産学連携が重要にな

ってくるのかなと感じております。 

就職問題に端を発して、大学に対して経

済界がさまざまな形で教育のあり方につい

て問題提起をするということが続いており

ます。コミュニケーション能力、プレゼン

テーション能力、そういったものについて

の問題提起があったわけです。そういう問

題提起をする仕組み、機会をこの地域とし

て考える必要があるのではないかと思いま

す。 

この三遠南信地域の大学間の連携は、た

だ単に高等教育の面で大学がフォーラムを

つくっていく、連携をしていくんだという

話ではなくて、地域と連携をした大学の連

携組織のあり方を考えていく。そういう検

討が必要だと思っています。私の個人的な

感想ですが、大学のフォーラム、大学のシ

ンポジウムの準備の中で、高等教育をどう

補完していくか、連携の対象が大学同士に

留まる議論が多くて、地域とどう連携して

いくのかという議論があまりされてこなか

った印象を持っています。 

そういう観点からすると、来年の年明け

早々に、大学や経済界等の関係者が集まっ

た人財育成円卓会議を開催するのは、非常

に意味がある取り組みではないかと思いま

す。その中で企業、あるいは民間の方々が

大学に求めている人材像とはどういうもの

なのか。それに対して大学はどういう対応

ができるのかということを、胸襟を開いて

議論するというところが、まさに出発点に

なるのかなという感じがしています。 

さらに言えば、人財育成は大学だけでは

なくて高等学校だとか中学校も含めてとい

う話になると思うんですね。地域の発展を

担っていく場合に、一流の大学、一流の高

校という気持ちは分からないわけではない

んですが、実際はどういう教育が必要なの

かということについて、議論する場があっ

てもいいのかなと。高大連携だとか中高接

続だとか、そういうことも視野に入れて、

人づくりを考えていくことが必要だと思っ
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ています。 

円卓会議に関してもう１点ですが、大学

と民間企業、あるいは経済界との関係とい

うのは、決して近接性だけが問題になるわ

けではありません。大学フォーラムを検討

する過程の中で「別に三遠南信地域に所在

する大学に限定する必要はないでしょう」

と申し上げました。むしろ三遠南信地域に

関心を持って、三遠南信地域を盛り立てて

いこうとする大学であれば、どこの大学も

参加してもいいのではないかと。なかなか

そこには、多分一気にはいけないと思いま

すが、そういう視野を持って考えるのも一

つの方法ではないかなと思っています。 

そして、会議を開くだけではなくて、ど

ういう養成すべき人材像を描くのか。それ

に基づいてどういうように人材を育成して

いくのかということを、10年ぐらいの計画

として立てて、その計画に基づいて具体的

なプロジェクトを動かしていくことを検討

すべきと思っております。先ほどご紹介を

いただいた、社会雇用創造事業も含めて、

10年計画でどういうものが立てられるのか

を検討すべきだと思っております。 

最後に本学の宣伝にもなるかもしれない

んですが、愛知大学は文部科学省のグロー

バル人材育成推進事業に採択をされました。

全国で41大学ですが、全体的な分布を見て

いますと東海四県では、愛知県で２件採択

されただけ、愛知大学と愛知県立大学だけ

なんですね。大学が地域との関係において、

グローバル人材をどう養成していくのか、

そういう意味では心配になるところであり

ます。ただ愛知大学について言えば、毎年

200名の学生を４カ月間中国に送り込んで、

徹底的に現地で教育をしております。それ

をもう15年間続けておりますので、延べ

3,000人がそういう教育を受けております。

現在日中関係は、非常に緊迫した状況には

あります。しかし多くの方が言われるのは、

経済的にはやはり切っても切れない関係で

ある、その文脈の中で、地元にそういう大

学があるということもあわせてご承知をい

ただければと思います。 

 

コーディネーター／ 

㈱サイエンス・クリエイト 白坂常務取締役 

皆様、ご発言ありがとうございました。

様々なご意見を伺いましたが、次の３点ぐ

らいに要約できるかと思います。これを

「技」分科会の報告とさせていただきます。 

１番目に、三遠南信各構成員の取り組み

として新事業、新産業創出という面で、こ

の地域に国内外から「人」、「物」、「金」が

集まるような魅力ある新産業、あるいは環

境を創出、集積する必要があるということ。 

２番目に、これをさらに発展・拡大させ

るためには、必要な人材をどうやって育成

するかということについては、県境連携、

あるいは大学、行政、企業、市民団体の連

携という点から、仕組みづくりを検討する

必要があること。 

それから３番目、これら環境を創出する

取り組みの一環として、ＳＥＮＡの事業と

して産官学金連携による議論の場として円

卓会議を企画・実施していくこと、という

ことになろうかと思います。これらの意見

を「技」分科会の取りまとめ内容として、

後ほど行われます報告会で、私から報告さ

せていただくと共に、サミットの宣言の中

に取り込んでいただくように話をします。 

皆様のご協力によりまして、内容の濃い

意見交換が出来ました。ありがとうござい

ました。 




